
このレースの診断材料として

以下の傾向をひとつの物差しとして使用します。

【血統傾向】

注目血統はディープ系×欧州血統

スパイス血統は欧州型ナスルーラ系で、

これは４代以内に持っていればスパイス血統持ちと

認定すべきだと考えます。

ロベルト持ちにも注目です。

他では、凱旋門賞にゆかりのある血統持ちにも要注意です。

↓↓↓

ステイゴールド系

ダンシングブレーブ

トニービン

モンジュー

エルコンドルパサー

等が該当します。

持続力血統としては、

↓↓↓

アグネスタキオン

フジキセキ

フォーティナイナー系

ボールドルーラー系

プリンスリーギフト系

これらの血が有効だと判断します。

Ｇ３ラジオNIKKEI賞２０２３　全頭診断書



【距離ローテ】

同距離か距離短縮が圧倒的本流のローテです。

【前走脚質】

前走で逃げていた馬か、中団から競馬していた馬が圧倒的多数。

※前走逃げていた馬は、今回同距離または距離短縮になる馬を狙ってください。

狙いを定めやすいのは、中団から競馬していた馬で、

前走上り１位だった馬か、直線が長いコースで上り６位以下に

切れ負けしていた馬を狙ってください。

【内回り・小回りコース実績】

過去１０年の３着以内馬３０頭のうち２８頭は

内回りコースで勝利実績または重賞３着以内、

あるいは、非根幹距離重賞で３着以内の実績がありました。

【１８００ｍ実績】

クラス・場所を問わず、１８００ｍで３着以内の実績があった馬が

過去１０年の３着以内馬３０頭中２４頭。

必須ではありませんが、実績があるに越したことはないでしょう。

【前走クラス】

前走１勝クラス（２勝・２着４回・３着４回＝１０頭/３０頭）

前走Ｇ２またはＧ１（２勝・２着４回・３着４回＝１０頭/３０頭）

前走ＯＰ特別（５勝・２着２回・３着１回＝８頭/３０頭）

・アイスグリーン

父：モーリス（欧ロベルト系）

父母父：カーネギー（凱）（欧サドラーズ系）

母父：スペシャルウィーク（Ｔサンデー系）

全頭診断書



祖母父：エリシオ（凱）（欧フェアリーキング系）

曾祖母父：カロ（欧グレイソヴリン系）

半姉ディアンドル（父ルーラーシップ）は

福島牝馬Ｓ（１８００ｍ）の勝ち馬。

牝系ファミリーは、１２００ｍと１８００ｍに特化した一族で、

本馬はマイ注目馬「１８００ｍ」に登録している１頭です。

父方、母方の両方に凱旋門賞血統を持っており、

スパイス血統のロベルトとグレイソヴリンを持っています。

中山１８００ｍのＧ２スプリングＳは１０着に大敗しましたが、

重馬場に脚を取られて競馬にならなかった事が敗因で、

今回も重馬場になるようなら割引ですが、良か稍重なら

見直す必要がありそうです。

小回り、１８００ｍのどちらにも実績があり

持続戦にも勝鞍があります。

血統評価：Ａ

距離ローテ：同距離（Ｂ）

前走脚質：先行（Ｃ）

小回り実績：Ａ

１８００実績：Ａ

前走クラス：ＯＰ特別

相対指数：Ｂ

総合評価：Ｂ＋

※重馬場は割引になります。

・アグラシアド

父：リアルスティール（ディープ系）

父母父：米ストームキャット

母父：テオフィロ（欧サドラーズ系）

祖母父：デザートプリンス（グリーンデザート系/欧ダンチヒ系）



曾祖母父：レインボウクエスト（凱）（欧ブラッシンググルーム系）

父リアルスティールは、海外１８００ｍＧ１勝ち馬で、

１８００ｍを主戦場としていた非主流型のディープ産駒。

母サラシーは英国のＧ１を１０勝した種牡馬フランケルの従兄弟。

母父テオフィロは、英・愛両国の１４００ｍＧ１勝ち馬。

祖母父デザートプリンスは、英愛仏３国のマイルＧ１馬。

ディープ系×欧州血統は、このレースの注目血統に該当します。

小回り、１８００ｍともに勝ち星があり、

前走東京から小回りに替わるのは大きなプラス材料。

能力的にはアイスグリーンと同レベルで、

持続戦や消耗戦になればアイスグリーを負かすかも知れません。

血統評価：Ａ

距離ローテ：同距離（Ｂ）

前走脚質：差し（上り１位）Ａ

小回り実績：Ａ

１８００実績：Ａ

前走クラス：ＯＰ特別

相対指数：Ｃ

総合評価：★

・ウヴァロヴァイト

父：サトノクラウン（欧ノーザンダンサー系）

父母父：ロッシーニ（欧ミスプロ系）

母父：サンデーサイレンス

祖母父：欧ノーザンテースト

曾祖母父：欧プリンスリーギフト系

半兄ミトラ（父シンボリクリスエス）は福島記念勝ち馬。

祖母ノーザンプリンセスは七夕賞３着馬。



母の従兄弟にメイショウサムソン。

兄弟姉妹は東京を最も得意としており、

牝系ファミリーも東京が得意です。

ファミリーの福島実績は２０００ｍに特化しており、

福島１８００ｍは少し苦手な印象を受けます。

サトノクラウン産駒は今のところ東京がベストコースで、

平坦＋小回りコースは合っていないようです。

血統評価：Ｃ

距離ローテ：同距離Ｂ

前走脚質：差し（上り３位）Ｃ

小回り実績：なし

１８００実績：Ｂ

前走クラス：ＯＰ特別

相対指数：Ｃ

総合評価：Ｃ

・エマヌエーレ

父：ロードカナロア（欧キングマンボ系）

父母父：米ストームキャット

母父：ハーツクライ（Ｔサンデー系）

祖母父：アンブライドルズソング（米ミスプロ系）

曾祖母父：米ボールドルーラー系

母の全弟にスワーヴリチャード

母系の配合が、いわゆるダービー血統で、

直線のトップスピードを強化する配合です。

そして、父が母系の影響を非常に受けやすいカナロア。

このレースで求められる「持続力」「持久力」とは



真逆の能力を強化する配合馬です。

血統評価：Ｄ

距離ローテ：同距離

前走脚質：先行（Ｄ）

小回り実績：経験無し

１８００実績：Ｂ

前走クラス：Ｇ３（Ｃ）

相対指数：Ｄ

総合評価：Ｄ

・エルトンバローズ

父：ディープブリランテ

父母父：欧ネヴァーベンド系

母父：ブライアンズタイム（欧ロベルト系）

祖母父：シアトルスルー（米ボールドルーラー系）

曾祖母：ノーザンダンサー直仔

父ディープブリランテは、現役時代１８００ｍ重賞で３連対。

兄弟馬はスプリンターで、牝系ファミリーも本領はマイル以下。

１８００ｍに関しては、外回りは良く走りますが、

内回りはかなり苦手なファミリーです。

ディープ系×欧州血統の注目血統であり、

スパイス血統も２本持っておりますので、

バッサリと言うのも少々気後れしますが、

当レースに相性の悪い距離延長ローテで、

短距離牝系の距離延長と言うのも関心致しません。

血統評価：注

距離ローテ：延長（Ｃ）

前走脚質：先行（Ｃ）

小回り実績：経験無し

１８００実績：Ｂ



前走クラス：１勝クラス

相対指数：Ｃ

総合評価：Ｃ

・オメガリッチマン

父：イスラボニータ（Ｐサンデー系）

父母父：コジーン（欧グレイソヴリン系

母父：ディープインパクト

祖母父：米ストームキャット系

曾祖母父：米ミスプロ系

イスラボニータ産駒は、瞬発戦タイプと持続戦タイプに分かれますが、

１８００ｍに関しては、持続戦の小回りコースが得意です。

内回りコースは、Ｇ３京成杯で皐月賞馬ソールオリエンスの２着。

前走は２２００ｍが長かった事と、

外回りコースで切れ負けしたのが敗因でしょう。

前走が外回りコースで、差して上り６位以下だった馬は

距離短縮と小回りコースに変わる事で

変わり身を見せる可能性が非常に高いレースです。

血統的な推し材料は乏しいものの、

世代上位の実力を考慮すれば、軽く扱う事は出来ません。

血統評価：Ｃ

距離ローテ：短縮Ａ

前走脚質：差し（上り８位）

小回り実績：Ａ（重賞２着）

１８００実績：Ｂ

前走クラス：Ｇ２（Ｂ）

相対指数：Ｃ

総合評価：Ｂ



・グラニット

父：ダノンバラード（ディープ系）

父母父：米ミスプロ系

母父：フサイチコンコルド（欧ニジンスキー系）

祖母父：ペンタイア（欧ノーザンダンサー系）

曾祖母父：ノーリュート（欧トゥルビヨン系）

ダノンバラード産駒の勝ち星最多コースは福島１８００ｍ。

持続戦・消耗戦・時計の掛かる馬場に強い

非主流条件向きの種牡馬でもあります。

そして、ディープ系×欧州血統の注目配合に該当。

前走の皐月賞は、逃げましたが４角で後続に仕掛けられ惨敗。

２走前のＧ２スプリングＳでは逃げて僅差の４着。

当コースに勝利実績もあります。

また、前走２０００ｍで逃げていた馬は、

複勝率５４.５％/複回率２８９％の穴ローテです。

血統評価：Ｂ

距離ローテ：短縮Ｂ

前走脚質：逃げ（★）

小回り実績：Ｂ

１８００実績：Ｂ

前走クラス：G１（Ｂ）

相対指数：Ｃ

総合評価：★

・コレペティトール

父：ジャスタウェイ（Ｐサンデー系）

父母父：米ニアークティク系



母父：コロナドズクエスト（米フォーティナイナー系）

祖母父：欧フェアウェイ系

曾祖母父：欧セントサイモン系

半兄にキングオブドラゴン、アメリカズカップ

半兄はどちらも非根幹距離が得意ですが

外回りコースに偏っています。

ジャスタウェイ産駒も１８００ｍが得意ですが

小回りコースはパッとしません。

血統評価：Ｃ

距離ローテ：同距離（Ｂ）

前走脚質：差し（上り３位）Ｃ

小回り実績：未経験

１８００実績：Ｂ

前走クラス：Ｇ３（Ｃ）

相対指数：Ｃ

総合評価：Ｄ

・シーウイザード

父：ビーチパトロール（米キングマンボ系）

父母父：米ミスプロ系

母父：メジロベイリー（Ｌサンデー系）

祖母父：アフリート（米ミスプロ系）

曾祖母父：欧ヌレイエフ

ビーチパトロール産駒はスローペースの瞬発戦に特化しており

持続戦・消耗戦には非常に弱いという特徴があります。

本馬も超スローペースの瞬発戦に向いており、

持続戦、消耗戦では全く走れておりません。

また、父も母父も２歳戦血統で、



既にピークアウトしている可能背も考えられます。

血統評価：Ｄ

距離ローテ：延長Ｃ

前走脚質：追込みＣ

小回り実績：Ｂ

１８００実績：Ｂ

前走クラス：Ｇ２（Ｃ）

相対指数：Ｅ

総合評価：Ｄ

・シルトホルン

父：スクリーンヒーロー（欧ロベルト系）

父母父：サンデーサイレンス

母父：ラングフール（米ダンチヒ系）

祖母父：レッドランサム（欧ロベルト系）

曾祖母父：米ダマスカス系

スクリーンヒーロー産駒の芝１８００ｍ適性は、

福島・中山・小倉の小回り３場に集中しています。

祖母父のレッドランサムは、父として当レースの勝ち馬

ロックドゥカンプを出しました。

ロベルト系を２本持ち、持続力強化のダンチヒクロスと

ダマスカスクロスを保持しており、血統構成から

コース適性、レース適性は高いと考えられます。

ただ、実績を見ると小回りコースは３戦して全て券外・・・

勝った２鞍はスローペースの瞬発戦・・・

血統以外に買い材料は少ない印象です。

血統評価：Ｂ



距離ローテ：延長Ｃ

前走脚質：逃げＣ

小回り実績：Ｅ

１８００実績：Ｂ

前走クラス：１勝クラス

相対指数：Ａ

総合評価：Ｃ

・スズカハービン

父：ハービンジャー（欧ダンチヒ系）

父母父：欧ネイティヴダンサー系

母父：サンデーサイレンス

祖母父：シアトルスルー（米ボールドルーラー系）

曾祖母父：欧フェアリーキング

ハービンジャー産駒の１８００ｍは瞬発戦がベストで、

福島１８００重賞では馬券絡みはありません。

兄弟馬も福島１８００は苦手で馬券絡みは無く、

距離も２０００ｍがベストです。

本馬自身、１８００ｍでは全て券外で、

２０００ｍの持続戦がベターだと思われます。

血統評価：Ｃ

距離ローテ：同距離Ｂ

前走脚質：差し（上り３位）Ｃ

小回り実績：Ｂ

１８００実績：Ｅ

前走クラス：ＯＰ特別

相対指数：Ｄ

総合評価：Ｄ



・セオ

父：スピルバーグ（ディープ系）

父母父：リシウス（欧ミスプロ系）

母父：オアシスドリーム（欧ダンチヒ系）

祖母父：欧ノーザンダンサー系

スピルバーグ産駒の１８００ｍ適性は圧倒的に外回り。

ただし、本馬は内回りコースに実績が偏っており、

父の影響は薄いのだと考えられます。

母系は母父、祖母父共にスプリント血統で、

一体誰に似たのか？と首をかしげたくなります。

ともかく、ディープ系×欧州血統の配合馬ですから、

一応の押さえは入れておいた方がいいかも知れません。

血統評価：注

距離ローテ：同距離Ｂ

前走脚質：逃げＢ

小回り実績：Ａ

１８００実績：Ｂ

前走クラス：ＯＰ特別

相対指数：Ｂ

総合評価：Ｃ＋

・ダイシンヤマト

父：ヤマカツエース（欧キングマンボ系）

父母父：グラスワンダー（欧ロベルト系）

母父：ブライアンズタイム（欧ロベルト系）

祖母父：デヒア（米ヴァイスリージェント系）

曾祖母父：シャーペンアップ（欧ネイティヴダンサー系）

ロベルト持ちという事以外、特に評価すべき点は見出せません。



血統評価：Ｃ

距離ローテ：延長Ｃ

前走脚質：差し（上り２位）Ｃ

小回り実績：未経験

１８００実績：未経験

前走クラス：１勝クラス

相対指数：Ｄ

総合評価：Ｄ

・バルサムノート

父：モーリス（欧ロベルト系）

父母父：カーネギー（凱）（欧サドラーズ系）

母父：ダイワメジャー（Ｐサンデー系）

祖母父：コジーン（欧グレイソヴリン系）

凱旋門血統と欧州型ナスルーラ、ロベルトを持っております

母は１２００ｍ重賞活躍馬。

半姉は１４００ｍに特化した非根幹タイプ。

牝系ファミリーも１４００ｍを得意としております。

本馬の距離適性は、父の影響と考えられ、

ベストは東京１８００・２０００ｍではないかと思います。

ちなみに・・・

モーリス産駒のノースブリッジは、当レースで７人気３着と穴をあけました。

血統評価：Ｂ

距離ローテ：同距離Ｂ

前走脚質：差し（上り１位）Ｂ

小回り実績：Ｂ

１８００実績：Ａ

前走クラス：ＯＰ特別

相対指数：Ａ



総合評価：Ｂ

・マイネルモーント

父：ゴールドシップ（ステイゴールド系）

父母父：メジロマックイーン（欧トゥルビヨン系）

母父：ロージスインメイ（米ヘイロー系）

祖母父：シンボリクリスエス（欧ロベルト系）

母ゲッカコウは中山１８００重賞２着馬。

ステイゴールドとロベルト系持ち。

母父ロージスインメイは、ヘイロー系としては珍しい

スタミナとパワーの強化血統になります。

福島１８００ｍはゴールドシップ産駒の得意コースのひとつで、

特にビッグレッドＦ生産の同産駒は良く走ります。

血統評価：Ｂ

距離ローテ：同距離Ｂ

前走脚質：差し（上り２位）Ｃ

小回り実績：Ｂ

１８００実績：Ｂ

前走クラス：１勝クラス

相対指数：Ｂ

総合評価：Ｂ

・レーベンスティール

父：リアルスティール（ディープ系）

父母父：米ストームキャット

母父：トウカイテイオー（欧トゥルビヨン系）

祖母父：リアルシャダイ（欧ロベルト系）

曾祖母父：ターゴワイス（凱）（欧セントサイモン系）

父リアルスティールは、海外１８００ｍＧ１勝ち馬で、



１８００ｍを主戦場としていた非主流型のディープ産駒。

ロベルトと凱旋門血統を持つ

ディープ系×欧州血統の配合馬です。

ネット競馬の予想人気が１番人気というのは

少々違和感を感じるところですが・・・

血統評価：Ｂ

距離ローテ：同距離Ｂ

前走脚質：先行（上り１位）Ｂ

小回り実績：Ｂ

１８００実績：Ａ

前走クラス：１勝クラス

相対指数：Ａ

総合評価：Ｂ
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